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も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
茂
七
は
、
養
子
縁
組
を
行
っ
た
当

時
は
別
府
村
庄
屋（
現
糟
屋
郡
志
免
町
）を
し
て
お
り
、
慶
應
四
＝
明
治
元

（
一
八
六
八
）年
四
月
二
十
六
日
に
六
十
八
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。

【
戸
原
村
庄
屋
時
代
】

寛
政
五（
一
七
九
三
）年
七
月
六
日
、
郡
奉
行
富
永 

群
右
衛
門
よ
り
父
徳

兵
衛
の
役
儀
退
役
の
許
可
を
得
て
、
三
十
五
歳
で
戸
原
村
庄
屋
へ
就
任
し
、

戸
原
村
庄
屋
を
十
三
年
間
勤
め
、
津
屋
村
庄
屋
へ
入
庄
屋（
註
９
）と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
期
間
内
に
、
薬
師
堂
の
堂
宇
再
建
を
行
う
な
ど
、
村
内
の
安

定
と
各
村
と
の
調
整
な
ど
、
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
た
様
子
が
戸
原
村
庄
屋

記
録
か
ら
読
み
と
れ
ま
す
。（
こ
の
村
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、後
述
し
ま
す
。）

文
化
元（
一
八
〇
四
）年
四
月
十
二
日
に
は
、
香
椎
宮
へ
奉
幣
使（
註
10
）一

行
が
下
向
す
る
こ
と
と
な
り
、
夘
平
も
箱
崎
の
宿
泊
場
所
で
あ
る「
御
旅
館
」

へ
の
出
仕
を
求
め
ら
れ
、
裃
着
用
の
上
、
前
後
で
二
十
三
日
間
も
待
遇
出
勤

し
た
と
記
録
に
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
二（
一
八
〇
五
）年
、
名
嶋
村（
現
福
岡
市
東
区
）に
お
い
て
、
年
貢
の

高
盛
り
を
誤
魔
化
し
た
と
し
て
、
庄
屋
・
組
頭
二
名
が
郡
牢
舎（
註
11
）に
入

れ
ら
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
庄
屋
が
両
糟
屋
郡
・
宗
像
郡
か
ら
転
居
を
命
じ

ら
れ
る「
三
郡
払
い
」の
処
分
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
、
名
嶋
村
庄
屋
は
、
往
還（
街
道
）受
持
ち
・
養
育
方
を
兼
務
し
て

い
た
た
め
、
同
年
九
月
六
日
よ
り
夘
平
が
年
貢
の
検
見（
検
査
）役
と
養
育
方

を
兼
務
し
、
庄
屋
の
代
行
と
し
て
翌
年
の
三
月
二
十
四
日
ま
で
両
村
の
面
倒

を
見
て
い
た
よ
う
で
す
。

【
津
屋
村
庄
屋
】

文
化
三（
一
八
〇
六
）年
、
郡
奉
行
天
野 
弥
一
左
衛
門
か
ら
の
呼
び
出
し

に
伜
茂
平
と
役
所
に
同
伴
し
て
出
所
し
、
夘
平
は
四
十
八
歳
で
津
屋
村
庄
屋

へ
配
置
換
え
と
な
り
、
茂
平
が
戸
原
村
庄
屋
と
な
り
ま
し
た
。

【
箱
崎
村
庄
屋
】

夘
平
五
十
六
歳
の
文
化
十
一（
一
八
一
四
）年
、
箱
崎
村
入
庄
屋
役
へ
配
置

転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、郡
奉
行
八
田 

九
内
か
ら
の
通
達
に
は
、「
こ

の
節
、
見
込
み
を
以
て
、
箱
崎
村
入
庄
屋
役
を
申
し
付
け
る
。
街
道
筋
の
村

で
あ
る
の
で
万
事
手
堅
く
勤
め
る
こ
と
」と
さ
れ
て
お
り
、
唐
津
街
道
に
設

置
さ
れ
て
い
た
箱
崎
宿
の
重
要
性
と
夘
平
へ
の
期
待
が
表
れ
て
い
ま
す
。（
註

12
）

 

な
お
、
新
大
間
仕
掛
水
路
工
事
は
、
文
化
十
二（
一
八
一
五
）年
に
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、工
事
実
施
の
折
に
は
、戸
原
村
に
在
住
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
上
觸
大
庄
屋
】

一
般
に「
戸
原
村
大
庄
屋
夘
平
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
夘
平
が
最

初
に
大
庄
屋
役
に
抜
擢
さ
れ
た
の
は
、
裏
糟
屋
郡（
主
に
現
在
の
古
賀
市
・

糟
屋
郡
新
宮
町
）で
の「
上
觸
大
庄
屋
」が
始
ま
り
で
す
。
五
十
八
歳
と
な
っ

た
文
化
十
三（
一
八
一
六
）十
月
一
日
か
ら
文
政
二（
一
八
一
九
）年
ま
で
約
二

年
半
勤
め
た
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、青
柳
宿
に
引
越
し
、宿
場
内
に
あ
っ

た「
郡
家
」（
註
13
）に
出
仕
し
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
裏
糟
屋
郡
は
、
茂
四
郎
が
受
け
持
つ
上
府
觸（
ほ
ぼ
現
糟
屋
郡
新

宮
町
と
福
岡
市
東
区
の
一
部
）と
夘
平
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
上
觸（
第

５
図
参
照
）の
二
觸（
註
14
）で
統
括
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。こ
の
上
觸
で
は
、

現
在
の
古
賀
市
を
中
心
と
す
る
十
八
か
村
を
所
管
し
た
こ
と
が
判
っ
て
い

ま
す
。
奉
行
森 

武
左
衛
門
か
ら
の
口
達
で
は
、「
見
込
み
を
以
て
当
役
申
し

（
註
９
）

　
庄
屋
は
世
襲
的
に
嗣
子
が
そ
の
名
跡
を

　
　
継
ぐ
こ
と
が
多
い
が
、
血
筋
が
絶
え
た

　
　
り
、
庄
屋
と
し
て
力
量
に
乏
し
い
と
判

　
　
断
さ
れ
た
場
合
は
、
他
の
場
所
か
ら
庄

　
　
屋
を
選
任
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を

　
　「
入
庄
屋
」と
呼
ぶ
。

（
註
10
）

　
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
幣
帛
を
神
社
や
神

　
　
宮
に
奉
献
す
る
使
者
一
行
の
こ
と
。

（
註
11
）

　
郡
牢
舎
は
、
各
郡
で
犯
罪
を
犯
し
た
も

　
　
の
や
一
時
的
に
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
も

　
　
の
を
収
容
す
る
場
所
で
、
通
常
一
郡
に

　
　
一
か
所
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
表
糟
屋
郡
は「
箱
崎
宿
」に
、
裏
糟
屋
郡

　
　
は「
青
柳
宿
」に
あ
り
、
奇
し
く
も
街
道

　
　
筋
の
宿
場
町
に
置
か
れ
て
い
た
。
藩
内

　
　
全
て
の
宿
場
で
設
置
さ
れ
て
い
た
か
は

　
　
不
明
で
あ
る
が
、
名
嶋
村
庄
屋
事
件
で

　
　
は
、
入
牢
し
た
際
に「
青
柳
宿
牢
」か
ら

　
　「
箱
崎
宿
牢
」へ
転
換
さ
れ
て
お
り
、
興

　
　
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

（
註
12
）

　
箱
崎
村
庄
屋
夘
平
宛
に「
公
儀
天
文
方

　
　
手
附
御
領
内
測
量
之
節
、
格
別
出
精
相

　
　
勤
候
」と
、
伊
能
忠
敬
が
実
施
し
た
九

　
　
州
第
二
次
測
量
の
際
の
庄
屋
へ
の
指
示

　
　
文
書
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
　「
正
月
」と
だ
け
し
か
書
か
れ
て
い
な
い

　
　
た
め
、
年
代
が
判
明
し
難
い
が
、
九
州

　
　
へ
再
上
陸
す
る
文
化
九（
一
八
一
二
）年

　
　
一
月
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ

　
　
れ
る
。
し
か
し
、
箱
崎
村
庄
屋
と
し
て

　
　
の
任
免
年
と
符
合
し
な
い
た
め
、
測
量

　
　
に
際
し
て
、
幕
府
の
役
人
の
接
待
役
を

　
　
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
指
摘

　
　
し
て
お
く
。

（
註
13
）

　
郡
家
も
ま
た
、
箱
崎
宿
や
青
柳
宿
に
設 

　
　
置
さ
れ
て
お
り
、
転
勤
者
の
出
仕
場
所

　
　
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
　
ま
た
、
広
域
に
亘
る
協
議
事
項
や
觸
内

　
　
で
の
軽
微
な
犯
罪
者
の
裁
決
を
行
っ

　
　
た
記
録
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
郡
役

　
　
所
へ
提
出
す
る
書
類
案
の
作
成
や
重
要

　
　
な
審
議
は
大
庄
屋
・
庄
屋
等
が
一
堂
に

　
　
会
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
註
14
）

　「
上
觸
」と
い
う
觸
名
は
、
現
在
ま
で
知

　
ら
れ
て
お
ら
ず
、
初
掲
出
だ
と
考
え
ら

　
れ
る
。

米多比村
薬王寺村

小山田村

青柳村

川原村

的野村

青柳町
(宿場町 )

今在家村

鹿部村

庄村 新原村

古賀村

相嶋村

筵内久保村

筵内本村

谷山村

薦野村

現古賀市

現福津市

現新宮町

現久山町

表糟屋郡域

裏糟屋郡域

宗像郡域

現福岡市

【写真３】　長　夘平夫妻の様子を伝える肖像画（夘平没後の翌年、嗣子茂七により作製されたもの）

第5図　文化十三（1816）年の夘平が管轄した裏糟屋郡上觸の状況
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四
．
新
大
間
池
仕
掛
水
路
の
開か
い
さ
く鑿

［
若
杉
山
導
水
事
業
計
画
と
駕
輿
丁
池
水
取
定
法

］

表
糟
屋
郡
の
人
々
に
と
っ
て
駕
輿
丁
池
を
満
水
に
す
る
こ
と
は
、
生
活

を
安
定
さ
せ
る
上
で
も
命
題
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
般
に
夘
平
・
久
明
が
活
躍
し
た
新
大
間
池
仕
掛
水
路（
若
杉
山
北
側
水

系
）に
よ
り
駕
輿
丁
池
が
満
水
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

夘
平
た
ち
が
こ
の
工
事
を
行
う
以
前
に
も
人
々
は
違
う
方
策
で
駕
輿
丁
池

を
満
た
す
こ
と
を
考
え
た
よ
う
で
す
。

夘
平
が
戸
原
村
庄
屋
に
在
職
し
て
い
た
寛
政
十
二（
一
八
〇
〇
）年
の
春
、

若
杉
山
の
北
側
に
あ
る「
米
ノ
山
」の
谷
間
に
流
れ
る
水
を
取
水
す
る
た
め
、

新
た
に
溝
を
掘
削
し
て
南
側
に
迂
回
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と『
駕
輿
丁

堤
仕
掛
溝
若
杉
抱
米
ノ
山
本
谷
ゟよ
り

水
取
定じ
ょ
う
ほ
う法

書
上
帳
』（
通
称
、
駕
輿
丁
堤

水
取
定じ
ょ
う
ほ
う

法
）と
い
う
史
料
に
記
録
さ
れ
、
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も

四
つ
の
村
の
庄
屋
文
書
と
し
て
後
世
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
の
竣

工
年
は
判
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
規
模
工
事
の
た
め
、
実
際
に
は
完

成
の
数
年
前
か
ら
手
掛
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

竣
工
後
に
当
時
の
郡
奉
行
嶋
井 

仁
右
衛
門
の
許
可
を
受
け
、
次
の
約
束

事
が
定
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

〔
溝
の
長
さ
〕（
註
32
）

　
● 

若
杉
山
本
谷
よ
り
綾
杉
ノ
瀧
ま
で

須恵川

駕輿丁池

明石池

古ノ浦池 寺浦池

柿ヶ元池

白石池
彼岸出池

尾黒池 千石岩井手

大谷池

　
新
溝
長
　
九
九
三
間
二
尺
八
寸 

（
一
八
〇
五
．八
ｍ
）

　
　
　
幅
　
二
尺
五
寸 

 

（
七
十
五
㎝
）

　
● 

千
石
岩
よ
り
古
ノ
浦
池
ま
で

　
新
溝
長
　
千
七
百
八
十
八
間
一
尺 

（
三
二
五
〇
．八
ｍ
）

　
　
　
幅
　
四
尺 

 
 

（
一
．二
ｍ
）

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
部
分
や
旧
来
の
溝
の
掘
り
直
し

も
含
め
、
約
六
㎞
程
の
溝
を
掘
削
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
千
石
岩
よ
り
古
ノ
浦
池
ま
で
の
間
に
は
、
既
に
溝
が
通
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、「
浚
さ
ら
え
か
た方

甚
だ
怠
り
に
相
成
り
、
自
ず
と
崩
れ
埋
ま
り
、
溝み
ぞ
か
た形

計ば
か

り
御
座
候
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
本
来
の
溝
と
し
て
の
機
能
を
余
り
果
た

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

こ
の
溝
の
開
通
を
契
機
と
し
て
同
年
五
月
に
若
杉
村
・
須
恵
村
・
植
木
村
・

本
合
村
・
酒
殿
村
・
上
仲
原
村
・
仲
原
村
・
原
町
村
・
竪
町
分
・
箱
崎
村
・

（
註
32
）綾杉

ノ
瀧
か
ら
千
石
岩
ま
で
の
道
程
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。
綾
杉
ノ
瀧
の
所
在

が
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
後

１
㎞
程
は
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
史
料
上
で
は
、

こ
の
場
所
に「
印
石
」を
建
立
し
た
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
か
は
不
明
。

（
註
33
）こ

の
取
り
決
め
の
中
で
は
、
宗
徳
分
・

開
山
堂
・
出
作
分
村
庄
屋
と
御
社
領
分

庄
屋
も
加
入
し
て
お
り
、
実
際
の
村
数

と
は
異
な
る
。

（
註
34
）こ

の
定
規
石
は
現
在
の
水
路
部
分
で
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

宗
徳
分
・
開
山
堂
・
出
作
分
・
御
社
領
分
・
津
屋
村
・
多
々
良
村
・
柚
須
村
・

阿
恵
村
の
十
六
庄
屋
（
註
33
）
が
連
名
し
て
定
法
（
取
り
決
め
）
を
交
わ
し

ま
し
た
。

〔
取
り
決
め
内
容
〕

一
、
池
水
の
取
水
時
期
や
排
水
、
大
雨
時
の
対
処
方
法
を
定
め
た
こ
と
。

二
、
堤
溝
番
（
管
理
者
）
に
は
、
上
仲
原
村
八
次
・
上
須
恵
村
源
内
・
若
杉

　
　
村
孫
三
次
と
決
め
、
惣
見
ヶ
〆
（
総
管
理
者
）
に
酒
殿
村
利
吉
を
充
て
、

　
　
管
理
強
化
を
定
め
た
こ
と
。

三
、
定
規
石
四
尺（
約
一
．二
ｍ
）を
設
置
（
註
34
）
し
て
、
こ
の
幅
を
維
持

　
　
す
る
よ
う
に
一
月
・
八
月
の
年
二
回
、
溝
浚さ
ら

い
（
溝
の
掃
除
や
管
理
）

　
　
の
担
当
す
る
区
域
を
定
め
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
水
源
と
な
る
村
や
下
流
域
に
属
し
て
い
た
村
々
が
連
帯
し
て
水

利
の
確
保
に
当
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

若杉山
米ノ山

若杉山南側水系　経路

若杉山本谷
この間、993間2尺8寸
（1,805.８m）

この間、1,788間1尺
（3,250.８m）

この間、詳細不明

綾杉ノ瀧

大谷池
明和 9（1772）年築堤

尾黒池
寛政 12（1800）年には存在

円内池
寛政 5（1793）年には存在

白石池
寛政 5（1793）年には存在

寺浦（蓮）池
寛政 5（1793）年には存在

古ノ浦池
寛政 5（1793）年には存在

駕輿丁池
元禄 10（1697）年には存在

柿ヶ元池
寛永 11（1634）年築堤

彼岸出池
〔築造年代不詳〕

明石池
〔築造年代不詳〕

千石井手（堰）

※池の築造年代について、史料上で築堤が確認されるも
　のは、その年代に存在と表記。
※寺浦池のように地域の通称で「蓮池」と呼ばれている
　ものがあり、史料の掲載と符合する池もある。
　年代不詳の池については、このように別名として呼称
　されている池も存在し得る。

【第 13 図】　米ノ山から若杉山南側水系への導水ルート（平成 4 年版粕屋町管内図 / 粕屋町役場地図に加筆）

【第 14 図】　若杉山南側水系で繋がれた池

【写真 12】 柿 ヶ 元池から若杉山・米ノ山を望む


